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地質調査所の画像処理システムについて

一地質リモｰトセンシングのための画像処理システムｰ

浦井稔･佐藤

MinoruUBAI･IsaoSAT0

功(地殻物理部)

1.はじめに

｢リモｰトセ1■シング(remoteSenSing)｣.あまり聞

き慣れたい言葉であるがわかりやすく言えほr離れて

感知する｣という意味の英語である･従って人問が

物を見ることやテレビカメラで野球を中継することも

広い意味でrリモｰトセンシング｣の範ちゅうに入る.

狭い意味では｢人工衛星や航空機などから種々の波長の

電磁波を使って地球上の事物を観測すること｣と定義

される･ここではリモｰトセンシングという言葉を

狭い意味で使用する.一番たじみの深いリモｰトセン

シングは人工衛星｢ひまわり｣による雲の観測であろ

う.またアメリカの地球観測衛星LANDSATによ

って撮影された緑あふれる日本列島の画像をご覧になっ

た方も多いと思う.リモｰトセンシングは気象学･

土地利用分野･環境問題･農業分野をはじめとし漁業

や地下資源探査に積極的に利用されている･特に人

工衛星によるリモｰトセンシングは他の方法に比較し

て広範囲を短時間でカバｰできること周期的観測が

できることたどの利点を有する.人工衛星によるリモ

ｰトセンシング技術は1972年にLANDSAT1号が打

ち上げられて以来着実に進歩しより詳細な情報を得る

ことが出来るアメリカのLANDSAT4号･5号フラ

ンスのSPOTや日本のMOS一ユ等が打ち上げられ様

々たリモｰトセンシングデｰタをだれでも入手すること

ができる様になった･一方リモｰトセンシングデｰ

タを処理するコンピュｰタも飛躍的に進歩しパソコン

でリモｰトセンシングデｰタを処理することもできる様

にたった､そこで今回は地質調査所における地質リ

モｰトセソツソグのための画像処理システムについて昭

和63年に導入した画像処理システムを例に解説する.

2.画像処理

画像処理とはリモｰトセンシングによって得られた

デｰタから目的とする情報を取り出すための一連の処理

をいう.リモｰトセンシングの画像処理で最初に行わ

れる処理は放射量補正と幾何学的補正である.放射

量補正はセンサｰの検出素子感度のバラツキ･大気に

1989年8月号

よる吸収･散乱等による放射量の盃を補正するものであ

る.幾何学的補正はセ1■サｰを搭載したプラットフ

ォｰムの動揺やプラットフォｰムに対する地球の自転等

による幾何学的歪みを補正するものである.これらの

補正処理のうち一般的な項目についてはデｰタ提供

元に依頼して代行Lてもらえる場合が多い.

地質分野においてリモｰトセンシング画像から得ら

れる情報は

･スペクトル情報

･パタｰン惰=幸匡

･テクスチャ情報

･マルチナソポｰラル情報

に分けることができる.

スペクトル庸報とは電磁波の波長ごとの明るさつ

まり可視光の他に赤外線やマイクロ波等を含めた広い

意味の色情報である･例えば木が緑に見えるのは木

が緑色の光(電磁波)を多く反射しているからである.

人問の眼つまり可視域ではただ白く見える鉱物でも

赤外線の眼で見ると独特の色を持つ鉱物がある.第1

図に示す鉱物は可視域(約O.4μm～0.7μmの範囲)では

特徴を示さ扱いが近赤外域(0.7μm以上)ではそれぞ

れの鉱物が独特の反射スペクトルパタｰンつまり色

を持っている.これらの反射スペクトルパタｰンは

鉱物に含まれる原子の電子遷移や結晶分子の振動･回転

等に起因すると考えられている･第ユ図に示す鉱物は

金属資源･石油資源および地熱資源等の探査に重要た指

針となる鉱物として注目されている､第1図では鉱

物の反射スペクトルを0.4μmから2.6μmまで連続し

て測定しているが実際のリモｰトセンシングではセン

サｰ技術やデｰタ量等に制隈を受けているためいくつ

かの限られた波長で観測を行たっている･日本が1992

年に打ち上げを予定している地球観測衛星JERS-1は第

ユ表に示すように全部で8個のバンドを有し特に2.0

μm～2.4μmの範囲に3個のバンドを集中していること

から各種の地下資源探査に有効であると世界的に注目

されている.

地震が発生した時に動いた地震断層や地表調査で確認

されている断層はリモｰトセンシング画像で直線的

を見えることが多い(口絵7).また火山による環状�
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の構造(カルデラ等)も容易に認識される場合が多い.

このようにリモｰトセンシング画像から既知の断層

や環状構造等を確認することができるがこれらのほか

に地表調査では確認されていたいが地下の地質構造を

反映していると推定される多くの線状や環状の構造を認

識することカミできる.これらは既知の構造を含めて

パタｰン情報またはリニアメントとよばれリモｰトセ

ンシング画像から得られる情報として重要である･

テクスチャとは比較的小さた要素(サブパタｰン)の

繰り返しが空間的に分布しているパタｰ1■である.テ

クスチャ情報とは｢粗さが粗いか細かいか｣｢コント

ラストが高いか低いか｣r方向性が有るか無いか｣等

の情報である･パタｰン情報とテクスチャ情報の違い

はここではパタｰンは線(直線または曲線)に沿って

要素が配列しているのに対してテクスチャは画的に要

素が配列しているものを指すとする｡口絵8に九州北

部のTM画像から選んだ様六たテクスチャを示す.

マルチナソポｰラル情報は同一対象物の時間的変化

に関する情報である.マルチナソポｰラル情報は主

に季節の変化による植生の変化による情報であるため

農林業の分野では多く使用されているが地質分野では

あまり使用されていない･しかし土壌に含まれる金

属や鉱物によって特定の種の植生が粗にたったり密に

たったりすることや植生の芽吹きや開花の時期が遅れ

ること等が報告されており今後発展が予想される分野

である.

㈬�

㌔

第1図可視･近赤外域における鉱物の反射

スペクトルREFLECTANCEの一

目盛は10パｰセント各反射スペクト

ルは重なり合わ恋いよう上下にシフト

した

第1表JERS-1光学センサ主要性能表(資源リモｰトセン

シングシステム技術研究組合1986)

�性能

地表分解能�18.3m(センサ･ライン方向)

�24.2m(衛星進行方向)

走査幅�75km

観測波長帯�中心波長(μm)､観測波長幅(nm)

バンド1�0.5680

〃2�O.6660

〃3�0.81100

〃4�0.81100(立体視)

〃5�1.65110

〃6�2.06110

〃7�2.19120

〃8�2.34130

立体視角度�15.3'(B/H比=O.3)

量子化ビット数�6ビツト

デｰクレｰト�30Mbps×2

ゲイン切替特性�ノｰマル,ハイゲイン切替

3.画像処理に必要なハｰドウェア･

ソフトウェア

ここでは地質調査所が昭和63年に導入した画像処理

システム(以下地質調査所の画像処理システムと略記する)を

例として地質リモｰトセンシングのための画像処理シ

ステムについて記述する.

地質ニュｰス420号�
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第2図地質調査所における画像処理システムのハｰドウェア構成

市販の画像処理システムは画像デｰタベｰス･デｰ

タ入出力･画像演算機能･プリント出力機能全体を一つ

のパッケｰジとして提供している場合が多くこれらの

機能の範囲で使用すれほ非常に使い易いツステムであ

るが一部の機能を変更･追加する場合はパッケｰジ

全体の変更を伴いユｰザが簡単に変更･追加を行うこ

とは難しい.地質調査所では地質リモｰトセンシン

グに適した画像処理の研究を行なっているため画像処

理システムヘの変更･追加が頻繁に行われると考えられ

る･このため地質調査所の画像処理システムでは第

2図･第3図に示すように画像デｰタベｰス･デｰタ

入出力･画像演算機能･プリント出力機能に分割してハ

ｰドウエア･ソフトウェアを導入しこれらを結合して

画像処理システムを構築した･写真1に地質調査所の

画像処理システムの外観を示す｡

3･エリモｰトセンシング画像処理の特徴

リモｰトセソツソグデｰタは一般の科技術計算に使用

されるデｰタと比較して

デｰタ量が多いこと

･デｰタカミ三次元格子状に配列していること

･デｰタの記録形式がセンサや受信局によって異なる

1989年8月号

こと

等の特徴を有する｡例えぱLANDSAT5号のTMデ

ｰタの単位(シｰン)は地表約185㎞X170㎞に対応す

る約7,000×6,000の格子点デｰタ(ピクセル)から構成

されている･各格子点デｰタは7個のバンドのデｰタ

から構成されている.各バンドのデｰタはある点のあ

る波長における反射強度を表すO～255の値であり1バ

イト(8ビット)を占める･したがってLANDSAT5

号TMのユシｰンのデｰタ量は約300MB(3×108バイ

ト)である.これは研究杜の新英和大辞典第五版の

デｰタ量(約3･3×107バイト)の約9倍のデｰタ量に相当

する.またデｰタの構造は地表に対応して二次元

的た広がりを持つと同時にバンド(波長)方向に複数の

デｰタを持つ三次元的デｰタ構造とたっている｡また

リモｰトセンシングデｰタは一般に磁気テｰプを媒体と

して提供されるがそのデｰタの記録形式はセンサの

種類や受信局のソフトウェアによって異たっている｡

これらの特徴を有するリモｰトセンシングデｰタを処

理する画像処理システムは画像デｰタベｰステｰタ

入出力機能画像演算機能およびプリント出力機能を必

要とする.�
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第3図地質調査所における画録処

理システムのソフトウェア構

成

(a)会話型プログラム

(b)FORTRANおよびC

言語から利用できるサブ

ルｰチン群

��

��

写真1地質調査所における画像処理システムの外観

(a)写真左からプリンタとイメｰジプロセッサ磁気テｰプ装置と光ディス

ク装置を格納したラックミニコン

(b)写真左からカラｰ･イメｰジ･ハｰドコピｰ装置イメｰジディスプレ

イとトラックボｰルグラフィック端末フルカラｰ･プリンタ

地質ニュｰス420号�
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策2表CUPIDの概要(田村1983)

(a)会話型プログラム

(b)FORTRANから利用できるサブルｰチン群

サブシステム名

FRMT以外の全サ

ブシステムに共通な

コマンド

����

互EDIT:

����

����

�佔�

呈�午�

����

偉��

コマンド

�

偈
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機能

ヘッダのロｰディング

〃の内容の表示

ファイル内の画像のリスティング

TSSスｰパｰバイザ･コｰル

サブシステム実行の終了

ヘッダの格納

〃の修正

〃の作成

EOFマｰクの許さ込み

画傲{フレｰム)の削除

"の挿入

〃の慨換

〃のコピｰ

小領域の叩i礫の値の表示

〃の修正

11珂惚(フレｰム〕の全面素に定数f直をへ､

表示棚の指定

デｰタ名の変更

サブフレｰム･サイズ,､.婁情報の変二

濃淡情報の変更

画素配列の変更

サブフレｰム配列の変更

wマｰジニング処理

某聯統引'虻の計興と表示

ヒストグラムの計算と表示

XまたはY方向の断蘭の表示

〃への投影の表示

繭像のディスプレイ端末への濃淡表示

両像の透視投影図の表示

砥像のLP出カ

ピストグラムの書11算

マスクをした棚域のヒストグラムの計算

しきいf1並の;言卜覚

誼隻言炎i唖j{錬口〕2仙屯イヒ

ヒストグラムの表示

ヒストグラムの書1.第

マスクをした領域のヒストグラムの計算

一般のヒストグラム変換

ヒストグラムの平坦化

ヒストグラムの双山徽化

膿疫蹄調σ)1111棚化

淡皮階調の対数変換

澱度1精鋼の平行移動

濃度峠音調の伸縮

ヒストグラムの表示

蘭像の反転

正1唖像1間の口明1J演筑

間像と定数の四則演算1

画像閥の論理演第

��

サブルｰチン名

機能

���

���

��匀

���

���

���

��圀

���

R宣ADSR

��卒

���

���

指定された画像のヘッダを読み込む｡

SFDIファイルの指定された位置にヘッダを書き込軌

指定されたサブフレｰム･デｰタをロｰドし,与えられたバッファ上で,1画素が1

配列要素(即ち1語〕を占めるようにアンパックする｡

ヘッダ情報に応じて,バッファ上のデｰタをパックし､1サブフレｰムとして､指定

されたファイルにストアする｡

指定されたサブフレｰム･デｰタをアンパックせずに,バッファ上にロｰドする｡

蜘こパックされているバッファ上のサプヲレｰム･デｰタを指定されたファイルにス

トアする｡

画像の任意の矩形領域(ウィンドウ〕をロｰドして｡アンパックする｡

バッファ上のデｰタをバックして,画像の任意の矩形領域にストアする｡

READSと同じ処理の後,デｰタを整数型から実数型に変換する｡

実数型のデｰタを整数型に変換してから,WRITESと同じ処理を行な㌔

READWと同じ処理の後,デｰタを整数型から実数酬こ変換する｡

実数型のデｰタを整数型に変換してから,WRITEWと同じ処理を行なう｡

3.2画像デｰタベｰス

画像演算はリモｰトセンシングデｰタの

デｰタ量が多いため少しづつデｰタを読

み込んで処理することをくりかえす必要が

ある･またデｰタが三次元的であるた

め座標を指定してデｰタを検索する機能

が必要である.さらに画像演算都が

センサの種類や受信局の違いによるデｰタ

記録形式の違いを意識せずに演算できるこ

とが望ましい･これらの要求を満たすた

め電子技術総合研究所で開発されたEIDE

SおよびCUPID(田村1983)を導入し

た.EIDESは情報処理学会イメｰジ

プロセッシ:■グ研究会がデジタル画像デ

ｰタの交換のために起案した画像デｰタの

磁気テｰプ上のフォｰマット(SIDBAMT

76)に準拠した磁気ディスクまたは光ディ

スク上の画像デｰタベｰスである.画像

デｰタベｰスはシｰン毎に作成され光

ディスク上に格納されている.CUPID

は会話型コマンドおよびFORTRANプロ

グラムから画像デｰタベｰスをアクセスす

るために使用される.第2表にCUPID

の機能を示す.光ディスクは約30cm

角のカｰトリッジに納められ2.6GB(2.6

×109バイト)の記憶容量を持つ.この記

憶容量はLANDSATTMデｰタに換算し

て約8シｰン分のデｰタ量に相当する.

光ディスクは磁気ディスクに比較して低価

格で大容量記憶を提供することができる.

今回導入した光ディスクは一且書込んだ

デｰタを書換えることはできたいが最近

は書換えが可能たタイプの光ディスクも市

販されている.このタイプの光ディスク

はより使いやすいであろう･光ディスク･

は現在のところ多量のデｰタをランダム

アクセスする画像デｰタベｰスの媒体とし

て最適であると考えられる.

��

3.3デｰタ入出力機能

画像デｰタベｰスEIDESはSIDBA

MT76フォｰマットの磁気テｰプのみ入出

力可能であるため各種リモｰトセンシン

グデｰタをSIDBAMT76フォｰマットに

変換するプログラムを作成Lた.現在の

ところLANDSATM;SSLANDSATTM
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デｰタ等に関する変換プログラムは完成しておりSPO

Tデｰタ用の変換プログラムは作成中である.センサの

種類や受信局の違いによるデｰタ記録形式の違いは全て

ここで吸収される.リモｰトセンシングデｰタは一般に

磁気テｰプを媒体として提供されることが多いため入

力装置として6250/1600BPIの磁気テｰプ装置を導入

した.

3.4画像演算機能

画像演算機能は画像処理専用のハｰドウェア(イメ

ｰジプ目セッサ)上で動作するしIPSソフトウェア(Gou･

1d1nc,1987a,1987b)と32ビットCPUを有する汎用ミ

ニコンで動作するSPIDERI/]I(電子技術総合研究所

1980;情報処理振興事業協会･共同システム1986)およびS

SP(日本ディジタルイクイップメント㈱1985)に分けら

れる.

イメｰジプロセッサは画像処理を目的とした専用処

理装置で一般にnXmの大きさの画像メモリをk個

持ちこの画像メモリを単位としてコンボリュｰション

計算や四則演算論理演算等を高遠で行たうことができ

る･今回導入Lたイメｰジプロセッサは2048×2048

×8ビットの画像メモリを4枚持ちこの画像メモリを

単位としてコソボリュｰショ:■計算画像間の加減乗除

論理演算等を高速(最高170MIPS)に行いその結果を

1024×1024点の解像度を有するイメｰジディスプレイに

表示しズｰム･スクロｰル等を行うことができる･

LIPSはこのイメｰジプロセッサをコントロｰルする

第4図画像処理プログラムL｢PSの概

要

ためのソフトウェアで会話型コマンドおよびFORTR

ANサブルｰチンから利用することができる.第4図

にLIPSの概要を示す.

SPIDERI/■は汎用画像処理ソフトウェアとして

開発され内外の多数の大学･研究所等で使用されてい

る.SPIDERIは直交変換エッジと線の検出テ

クスチャｰ解析等を含みSPIDER■はパタｰン分類

主成分変換等を含む.sPIDERI/]Iの演算は汎用ミニ

コンで実行されるためイメｰジプロセッサほど高遠で

処理を行たうことはできたい･sPIDERI/1工の概要を

第3表に示す.またSSPは汎用科学技術計算用ソフ

トウェアであり画像の統計量計算等に使用する.

3.5プリント出力機能

画像処理の結果は画像としてプリントされることが多

い.このためリモｰトセンシング画像のプリント出力

用ハｰドウェアとしてカラｰ･イメｰジ･ハｰドコピ

ｰフルカラｰ･プリンタカラｰ静電プロッタを導入

した.またこれらのハｰドウェアに画像を出力す

るためにUNIRASソフトウェア(EuropeanSoftware

Contractors,1983)を導入Lた.

カラｰ･イメｰジ･ハｰドコピｰ装置はディスプレ

イのRGB信号線から信号を取り出Lインスタントフ

ィルムまたは35mmフィルムに画像をプリントするこ

とができる装置である.この装置はCRTを使用し

て撮像するため解像度が不十分であったり画像のゆが

みを感じる場合もあるがボタソｰつでハｰドコピｰを

地質ニュｰス420号=1二･1�
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策3表SPIDERの概要(電子技術総合研究所

(a)SPIDER-Iの概要

(b)SPIDER一皿の概要

直交変換(1次元および2次元,順変換および逆変換)

FFT(基数…2,混合,任意),WHT,Haar変換,

Slmt変換,離散的Cos1ne変換(バタフライ形式,

FFT形式)関連ルｰチン…7一リエスヘクトル計

算､'W皿スペクトル計算(2種),たたみこみ(直

接法.FFT法〕,相関(直接法,FFT法),パワｰ

スペクトル面での分布計算(半径方向,角度方向)

と窓処理(矩形,ガウス,ハミング,パニング),周

波数領域での微分フィルタ(差分,gr目dient,Lap-

1ac…目n),その他.

位置合わせ

相関法(組サｰチ,精サｰチ),SSDA.法(固定又

は傾斜しきい値,しきい値の指定又は自動決定,粗

サｰチ又は精サｰチ),アフィン変換(4点線形補

間,9点2次補間,補間なし)とパラメｰタ決定(回

転角,参照点),一般2次変換(アフィン変換と同じ

3種)､

強調と平滑化

ヒストグラム変換(平坦化､双曲線化,一般〕,反旗

による強調とノイズ除去(2種),ヒステリシス平滑

化(標準型,対称型),Eニフィルタ,高速メディア

ン･フィルタ,エッジ保存平滑化.

復元

逆フィルタ(4種),ウィｰナ･フィルタ,制限つき

最小2乗フィルタ,SVDによる擬似逆変換(3種〕.

エッジと線の検出

差分型(差分,､grad1ent,Lap-acian,Robert;,So-

be1.Prew三tt),テンプレｰト･マッチング型(Prewitt,

Kir冨｡h,Robinson,Fre三&Chen),Huecke1オペレ

ｰタ(Hueckel,Mξr6&Va昌sy),反復型(Ka畠vand),

Hough･変換(Dud目&H虹t,Perk三〇so皿隼Bin一

1980;情報処理振興事業協会･共同システム

fo.d)､ヒュｰリスティック探索法,その他..

弛緩法の応用

基本ルｰチン群,線の強調(係数の指忠又は自動決

定2種),エッジの強調,ノイズ除去.

テクスチャｰ鐸折

Coo㏄uπence行列,差分統計量,局所的極値､ラ

ンレングス,自己回帰モデルI自己相関,フｰリエ

特螢,テクスチャｰエッジ鹸出,テクスチャｰエッ

ジ県存平滑化.

領域分割

KS検定法,ヒュｰリスティック法,反凌合併法,

反復しきい値処理法､SpI…tandMerge法､老の

他､

幾何学的特徴の処理

連結或分の処理(ラペル付け,ラベルの通し番号化,

取捨選択),境界線抽出,膨張と収縮,細線化(4

種),縮退化(5種)､WPM'法,距離変換とスケル

トン,境界線の言己述(チェイン符号,傾芸,曲率,

フｰリエ記述),形状的特徴(始点｡垂心,外接長方

形,面稜,周囲長,サイズ,伸長度,モｰメント,

フｰリエ言己述).

基本的処理

線形フィルタ,正規化,ヒストグラム作成,断面･

投影の計算,しきい値処理(各種〕としきい腫選択

(4穫)､基本統計量,形変換,園像定数閤,画像間

演算,量子化､代入,デ'タ転送.

そ･の他

図形(テストパタｰン)の発生,LPへの画像出九

サｰビスプログラム(3種).

���

��

直交変換とその応用

KL変換｡Hartley変換.フｰリエ変換(実数.多項式,特定周波数成分),プｰリ1工変換の積.振幅スペ

クトル強度分布･特徴量,フィルタ(理想帯域制限型.任意の通過帯域特性)

位置合わせ

幾何学的変換(ヘルマｰト.擬似アフィン.アフィン.2次射影.高次多項式),内挿(最小値■最大値､

最近傍,4点線形諭間｡9点2次補間.3次たkみこみ),重七合わせ(相互相関係数,ピラミッド構造)

強調と平滑化

FIRフィルタ,アンシャｰプマスヰング(3種)｡ヒ'ストグラムの鮮鋭化,Gradient1nverseweighted

smoothling.Separabie･･medianfilter,Slcpefasetmodelsmoothing,Percenti1eフィルタ

復元

射影フィルタ,最大エントロピｰ法一Directalgorithm,Po1ntspreadfunction.パラメトリックヴィ'一ナ

フィルタ

エッジと線の検出

モｰメントオペレｰタ,Marr-Hi1drethのエッジオペレｰタ､Hough変換及ぴ直線の抽出,Percentile

舳erによるエッジ検出,なだらかなエッジ検出オペレｰタ(14種),VanderBmgオペレｰタ､1次元エッ

ジ検出(2'種)

テクスチャｰ解析

線方向密度から平面の傾き.角度･半径方向の特徴量,配列規則

領域分割

蒋帰的しきい値､K･means法

1989年8月号�
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幾何学的特徴の処理

フｰリエ記述子,形状特徴量の計算,距離変換とスケルトン(4種),線図形の距離変換(3種),ボロノ

イ分割,屈折点の検出,細線化(2種),特徴点の抽出

基本的な画像演算

多値化しきい値選択,拡大･縮小,濃度階調変換テｰブルの発生,2値化(4種)

ステレオ

ステレオ視(2種),インタレスト･オペレｰタ(2種).照度差ステレオ,非最大値抑制

グラフィックス

直線,円(4種),楕円,スプライン曲線の発生,投影変換.三角形領域の塗りつぶし

距離画像

リングオペレｰタ(エッジ抽出,ラベリング､領域分割.勾配空間ヒストグラム),平面,曲面近似

再構成

フｰリェ変換法,コンボリュｰション法,フィルタｰ補正逆投影法,投影デｰタ(ファンビ'ム･パラレル

ビｰム)の作成及ぴ並び換え,イメｰジデｰタの作成

デｰタ構造

Qu日d･tree,Bina吐tree,ピラミッド維造レベルuP.down

符号化

フレｰム内符号化･復号化(3種).DPCM符号化･復号化.Zona1及びThresholdcodiηg､ディザ法(6

種)

動画像

面面類似度検定法.Bamard&Thompsonの方法による特徴点の対応.差分法(4種)

パタｰン分類

最尤法による分類実験.マルチチャネル用函緊分類(撮方法.最短距離法)

リモｰトセンシング

走査線･ピｰク雑音の除去(3種),主成分変換､条件付平滑fヒ,チャネル間演算,デｰタ型の変換,基礎

統計量の算出

文書処理

合法パタｰンによる近似表現､擬似濃淡表現(2種),文字の切り出し(2種)

図面処理

点列の多角形近似(3種),連結点の抽出

産業応用Pホット

射影変換係数の算出,光切断法

マッチング

グラフのクリｰク抽出

高速プロセッサ対応

エッジ検出オペレｰタ(14種),膨張と収縮,最大値/最小値フィルタリング,メディアンフィルタｰ,細

線化(2種),画像定数間演算,画像間演算

��

取ることが可能である.口絵1口絵2および写真2はこのフルカラｰ･プリン

フルカラｰ･プリンタは3色のLEDを使用してドナ

ｰフィルムにスキャニング露光した像を受像シｰトに転

写する方法でA4サイズのプリントを作成する装置で

ある.色数はシアゾ･マゼンタ･イエロｰ各256階

調1,670万色であり解像度は5.6ドット/mmである.

最大プリント画素数は1,280×1,024で22.9㎝X18.3

Cmの大きさでプリントされる.プリントの幾何的ゆ

がみはほとんど感じられたい.OHPフィルムにプリ

ントすることも可能である･プリントに要する時間は

約4分である.このプリンタの出力は最終成果画像

として十分た色数および解像度を有すると考えられる･

タで作成された.

カラｰ静電プロッタはシアゾ･マゼンタ･イエロｰお

よび黒の4色のトナｰ液を静電気を利用して用紙に付着

させてプリ:■トする装置である.解像度は400ドット/

インチであるがカラｰ画像をプリントする場合は中問

色を4色のドットパタｰンの組合せで表現するため解像

度はこれより悪くだる.最大プリント幅は883mm

最大プリント長は無制限(ただし用紙の長さに制限される)

である.プリ.ソト7こ要する時間は80cmX80cmの画像

で約15分である･カラｰ静電プロッ率は欠きた画像出

力を必要とする場合や地図と重ね合せることを目的と

地質ニュｰス420号�
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写真2南西諸島西方海域の極磁力異常回大熊ほ

か(1988)より

した標準スケｰルの画像を必要とする場合に使用する.

UNIRASソフトウェアは上記のプリンタに画像を出

力するためのサブルｰチン群である.UNIRASソフ

トウェアで作成されたプログラムは画像を出力する装置

と独立であるためプログラムを変更することたく全

ての出力装置に画像を出力することが可能である､ま

たUNIRASソフトウェアはリモｰトセソツソグデｰタ

の処理だけでなく物理探査デｰタの処理に必要たグリ

ッデング機能やコンタリングの機能を有するため物理

探査デｰタの処理も可能である･写真2にUNIRAS

ソフトウェアによる磁気デｰタ処理の結果を示す.

4.おわりに

地質リモｰトセソツソグに必要たハｰドウェア･ソフ

トウエアを地質調査所が昭和63年に導入した画像処理ツ

ステムを例に解説した･今後同様の画像処理システ

ムを導入される方々の参考となれば幸いである･

地質調査所の画像処理システムを導入するに当って

電子技術総合研究所知能情報部画像研究室の坂上勝彦博

士には電子技術総合研究所が開発したソフトウェア

EIDES･CUPIDを提供していただくとともに適切た

アドバイスをいただいた.地質調査所の大熊茂雄氏に

は南西諸島西方海域の極磁力異常図を提供していただい

た.住商電子システム(株)千葉次男氏･小泉質裕氏に

1989年8月号

はツステムの設計に関してアドバイスをいただくとと

もに各コンポｰネントのまとめをしていただいた.

ここに記して感謝の意を表します.
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